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９
月
定
例
会
で
は
、
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計

決
算
の
認
定
議
案
14
件
と
第
71
号
議
案
・
第
72
号
議
案
が
決

算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
９
月
15
日
か
ら
17
日
の
３
日

間
に
わ
た
り
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

一
般
会
計
決
算
に
対
す
る
各
会
派
の
総
括
質
疑

決
算
認
識
を
問
う

決
算
特
別
委
員
会

【
問
】
市
政
全
般
に
お
け

る
決
算
の
認
識
は
。

【
答
】
八
幡
地
区
へ
の
大

型
商
業
施
設
の
誘
致
に
対

し
、
地
区
周
辺
の
道
路
基

盤
の
整
備
や
、
消
防
署
本

署
の
建
て
替
え
に
向
け
た

基
本
構
想
の
策
定
、
保
育

園
の
危
険
遊
具
の
撤
去
・

新
規
設
置
等
に
よ
る
保
育

環
境
の
改
善
、
公
共
施
設

の
新
た
な
再
編
整
備
地
区

を
一
宮
地
区
と
し
た
基
本

構
想
策
定
へ
の
着
手
な
ど

に
取
り
組
ん
だ
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し

て
補
正
を
積
極
的
に
行
い
、

総
額
２
０
９
億
円
以
上
の

感
染
対
策
・
経
済
対
策
を

実
施
し
た
。

　

決
算
額
は
過
去
最
大
と

な
っ
た
が
、
市
民
の
命
と

健
康
を
守
る
こ
と
を
最
優

先
に
取
り
組
み
、
コ
ロ
ナ

禍
に
あ
っ
て
も
多
様
な
施

策
に
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
た
。

【
問
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
感
染
対

策
・
経
済
対
策
の
実
績
は
。

【
答
】
特
別
定
額
給
付
金

を
は
じ
め
、
市
が
独
自
に

実
施
し
た
も
の
と
し
て
、

と
よ
か
わ
元
気
応
援
券
の

発
行
、
小
中
学
生
一
人
に

つ
き
２
０
０
０
円
の
図
書

カ
ー
ド
を
配
付
し
た
家
庭
学

習
支
援
事
業
、
保
育
所
の
給

食
費
減
免
な
ど
が
あ
る
。

令和２年度決算

会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定

の決算額
歳入総額　895.1 億円

交付金・譲与税交付金・譲与税
56.2億円56.2億円

6.3%6.3%

繰入金繰入金
28.2億円28.2億円
3.2%3.2%

諸収入諸収入
28.2億円28.2億円
3.1%3.1%使用料など使用料など

50.5億円50.5億円
5.6%5.6%

地方交付税地方交付税
56.4億円56.4億円

6.3%6.3%

市債市債
37.0億円37.0億円

4.1%4.1%

国・県支出金国・県支出金
353.3億円353.3億円

39.5%39.5%

市税
285.2億円

31.9％

56.2%56.2%
43.8%43.8%

市民税、固定資産税など市民の
皆さんから納められる税金

国・県からの
補助金など

行政格差をなくすため
国が交付するお金
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令和２年度決算

【
問
】
八
幡
地
区
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
の
成
果
は
。

【
答
】
大
型
商
業
施
設

オ
ー
プ
ン
後
の
渋
滞
緩
和

を
図
る
周
辺
道
路
整
備
に

つ
い
て
、
道
路
詳
細
設
計

や
用
地
買
収
、
交
差
点
改

良
工
事
を
実
施
し
た
。

　

ま
た
、
総
合
保
健
セ
ン

タ
ー
建
設
整
備
は
、
基
本

構
想
を
策
定
す
る
中
で
、

妊
産
婦
支
援
機
能
や
児
童

発
達
支
援
機
能
を
設
け
る

な
ど
、
全
体
像
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。

　

こ
れ
ら
に
よ
り
、
魅
力

向
上
に
つ
な
が
る
取
り
組

み
が
、
一
歩
踏
み
出
せ
た

と
考
え
る
。

【
問
】
子
育
て
支
援
施
策

に
つ
い
て
、
重
点
的
に
取

り
組
ん
だ
事
業
内
容
は
。

【
答
】
保
健
セ
ン
タ
ー
内

に
発
達
相
談
窓
口
を
開

設
、
相
談
事
業
を
開
始
し

た
。
相
談
内
容
は
、
言
語

の
発
達
の
遅
れ
な
ど
が
あ

り
、
親
へ
の
助
言
や
療
育

施
設
へ
の
つ
な
ぎ
、
保
育

園
等
と
の
調
整
な
ど
、
他

機
関
と
連
携
し
た
総
合
的

支
援
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
発
達
に
支
援
の

必
要
な
就
学
前
児
童
を
対

象
と
し
た
療
育
事
業
を
開

始
す
る
た
め
、
御
津
福
祉

保
健
セ
ン
タ
ー
の
改
修
工

事
を
行
い
、
相
談
窓
口
を

移
転
、
３
年
４
月
か
ら
児

童
発
達
相
談
セ
ン
タ
ー
と

し
て
、
相
談
と
療
育
事
業

の
環
境
を
整
備
し
た
。

【
問
】
県
支
出
金
に
お
け

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
協
力
金
交
付

事
業
費
補
助
の
充
当
先
は
。

【
答
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
経
費
に
対
す
る

補
助
金
と
し
て
、
県
の
緊

急
事
態
措
置
の
休
業
協
力

要
請
に
基
づ
き
、
休
業
や

営
業
時
間
の
短
縮
に
ご
協

力
い
た
だ
い
た
、
商
業
施

設
・
食
事
提
供
施
設
な
ど

を
運
営
す
る
事
業
者
に
交

付
し
た
感
染
症
対
策
協
力

金
等
に
充
当
し
た
。

※小数点第２位以下は四捨五入しており、合計額等は必ずしも一致しません。

令和２年度一般令和２年度一般令和２年度一般

一般会計

その他その他
10.9億円10.9億円
1.3%1.3%

諸支出金諸支出金
25.3億円25.3億円
2.9%2.9%

教育費教育費
66.4億円66.4億円
7.7%7.7%

総務費総務費
286.6億円286.6億円

33.2%33.2%

衛生費衛生費
50.6億円50.6億円

5.9%5.9% 民生費
273.2億円

31.6％

歳出総額　863.9 億円

勤労者支援、農業振興、
災害復旧など

市民病院の経営をよくする
ための支払いなど

教育環境の整備、
生涯学習など

市が借りたお金の返済

消防や災害対策など

道路や橋、公園の整備など

商工業や観光の
振興など

保健衛生、環境対策、
ごみ処理など

高齢者福祉、障害者福祉、
児童福祉など

給与、選挙、交通安全対策、
防犯対策、文化振興など

消防費消防費
29.1億円29.1億円
3.4%3.4%

公債費公債費
50.8億円50.8億円
5.9%5.9%

土木費土木費
45.8億円45.8億円

5.3%5.3%
商工費商工費

25.0億円25.0億円
2.9%2.9%
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令和２年度決算

２
年
度
決
算
の

総
括
と
各
会
計
の
決
算
額

　

八
幡
地
区
へ
の
大
型
商
業
施
設
の
誘
致
に
対
す
る
周
辺
の
道
路

基
盤
整
備
、
小
中
学
校
の
学
級
運
営
支
援
員
の
拡
充
や
学
校
環
境

の
改
善
な
ど
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
沿
っ
た
事
業
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
対
策
・
経
済
対
策

に
取
り
組
み
、
実
情
に
応
じ
た
切
れ
目
の
な
い
支
援
策
を
実
施
し

た
こ
と
が
伺
え
ま
し
た
。

会 計 名 収 入 済 額 支 出 済 額
一 般 会 計 895億598万円 863億8,829万円

特
別
会
計

豊川西部土地区画整理事業 4億3,779万円 1億7,861万円
豊川駅東土地区画整理事業 4億6,172万円 3億720万円
公 共 駐 車 場 事 業 2億4,626万円 2億2,227万円
国 民 健 康 保 険 156億2,134万円 146億4,190万円
後 期 高 齢 者 医 療 26億6,340万円 26億4,844万円
土 地 取 得 1億9,056万円 1億8,915万円
一 宮 財 産 区 管 理 事 業 46万円 10万円
赤 坂 財 産 区 管 理 事 業 319万円 120万円
長 沢 財 産 区 管 理 事 業 377万円 207万円
萩 財 産 区 管 理 事 業 914万円 547万円

企
業
会
計

水 道 事 業
収 益 的 37億2,318万円 30億7,245万円
資 本 的 2億7,944万円 16億307万円

下 水 道 事 業
収 益 的 43億9,417万円 39億5,999万円
資 本 的 16億6,793万円 31億9,997万円

病 院 事 業
収 益 的 155億818万円 158億6,562万円
資 本 的 23億2,877万円 29億1,294万円

合 計 1,370億4,527万円 1,351億9,874万円

２年度各会計決算の状況

主な事業

※1万円未満は四捨五入しているため、必ずしも合計額は一致しません。

※1万円未満は四捨五入しています。

●放課後児童健全育成事業

利用希望者の増加に対応するため、児童
クラブを２カ所増設

4億7,080万円

●防災行政無線更新事業

防災情報伝達システムの運用を順次開
始、３年度の本稼働に向けた準備を推進

６億4,780万円

●八幡地区まちづくり整備事業

道路拡幅改良工事等に向け、道路詳細
設計・用地測量等を実施

3億4,285万円

●文化ホール公演事業

三遊亭萬橘独演会はじめ11公演を開催
し、質の高い事業を提供

1,259万円

●学校ＩＣＴ環境推進事業

校内無線LANや児童生徒１人１台に対
応する教育用コンピュータを整備

10億178万円

●小坂井地域交流会館（仮称）整備事業

３年５月２日の開館に向けて建設工事を
実施、施設の多機能化等を推進

13億9,343万円
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令和２年度決算

【基金（貯金）の５年間の推移】

【市債（借金）の５年間の推移】

※小数点第2位以下は四捨五入しています。

＊元年度より、公共下水道事業等が特別会計から企業会計へ移行※小数点第2位以下は四捨五入しています。

令
和
２
年
度
一
般
会
計
決
算
の
認
定

本
会
議
討
論

※
会
派
別
賛
否
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
７
ペ
ー
ジ
の
議
決
状
況
の
一
覧
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

反

対

賛

成
市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
財
政
運
営
へ
の

転
換
が
必
要
で
あ
り
、
反
対
！

市
民
要
望
や
、
感
染
症
の
感
染
拡
大
で
生
じ
た

課
題
に
も
適
切
に
対
応
し
て
お
り
、
賛
成
！

　

２
年
度
は
急
ぐ
必
要
の
な
い
大
型
開
発
関
係
の
支
出
が
本
格
化
し
、
八
幡
駅
周
辺
地
区
整
備
事

業
に
３
億
４
２
８
５
万
１
千
円
を
支
出
し
た
。
愛
知
御
津
駅
橋
上
化
は
住
民
要
望
も
強
く
、
通
学

路
等
の
安
全
確
保
の
た
め
必
要
だ
が
、
鉄
道
事
業
者
側
の
負
担
が
な
い
中
で
大
規
模
な
も
の
が
い

る
の
か
、
議
論
を
重
ね
る
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
対
応
に
つ
い
て
、
保
育
所
等
給
食
費
無
償
化
事
業
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
事
業
は
、
以
前
か
ら
行
う
予
定
だ
っ
た
も
の
を
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
に
充
て
た
も
の
が
目
立
ち
、
対
応
の
考
え
方
が
限
定
的
で
あ
る
。
地
方
創
生
交

付
金
や
財
政
調
整
基
金
を
、
困
窮
世
帯
、
中
小
企
業
、
病
院
等
の
直
接
支
援
に
使
う
べ
き
で
あ

る
。

　

ま
た
、
市
職
員
１
人
当
た
り
の
住
民
数
は
、
類
似
団
体
19
自
治
体
の
う
ち
最
も
多
く
、
国
の
補

助
金
頼
み
で
な
い
市
独
自
の
対
策
を
と
る
上
で
は
、
職
員
の
配
置
・
増
員
が
重
要
で
あ
り
、
反
対

す
る
。

　

２
年
度
決
算
は
過
去
最
大
規
模
と
な
り
、
最
大
の
要
因
は
特
別
定
額
給
付
金
給
付
事
業
を
は
じ

め
と
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
事
業
に
よ
る
も
の
だ
が
、
こ
ざ
か
い
葵
風
館
の
整
備
や
社

会
保
障
関
係
費
へ
の
対
応
、
第
６
次
総
合
計
画
・
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
工
程
計
画
に
掲
げ
る
施
策
の
推

進
や
地
元
要
望
な
ど
、
多
く
の
課
題
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
た
結
果
と
認
識
し
て
い
る
。

　

人
口
増
施
策
で
は
、
八
幡
地
区
へ
の
大
型
商
業
施
設
の
進
出
に
向
け
た
周
辺
地
区
の
交
通
安
全

対
策
、
子
育
て
支
援
施
策
で
は
、
小
中
学
校
の
学
級
運
営
支
援
員
の
拡
充
、
行
財
政
運
営
で
は
、

新
た
な
公
共
施
設
の
再
編
整
備
地
区
を
一
宮
地
区
と
し
た
基
本
構
想
へ
の
着
手
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
ま
た
、
長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
か
ら
、
と
よ
か
わ
元
気
応
援
券

の
発
行
や
保
育
所
の
給
食
費
無
償
化
な
ど
を
実
施
し
、
市
民
生
活
と
地
域
経
済
の
活
性
化
の
た
め

の
支
援
策
も
講
じ
て
お
り
、
多
く
の
市
民
要
望
や
課
題
に
対
応
し
た
良
好
な
決
算
で
あ
り
、
賛
成

す
る
。

原案
可決
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意見書の提出
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本会議の状況

○交通安全施設整備事業費（1,197万 8千円追加）
　区画線設置等の交通安全施設整備工事費を追加するもの。
○新型コロナウイルスワクチン接種事業費（1億 4,630 万 8千円追加）★
　９月までを予定していた新型コロナウイルスワクチンの接種期間を１１月まで延長する
ため、ワクチン接種体制確保事業委託料、予防接種等委託料、会場等借上料などを追加す
るもの。
○林道維持費（275万円追加）
　７月の大雨により被害を受けた林道本宮山線の本復旧に向けた、設計及び調査測量委託
料を追加するもの。
○観光振興推進事業費 ★

・豊川稲荷をはじめとする、市内観光地周辺の事業者を支援し、地域経済の活性化を図るため、豊川
稲荷等観光地周辺事業者支援事業費補助を追加するもの。（2,513万 1千円追加）

・とよかわ広報大使である渡辺いっけい氏の主演する映画が、豊川市などで撮影されることにより、
地域の知名度向上、観光客の増加及び市内事業者への経済効果が見込まれるため、映画撮影等支援
事業費補助を追加するもの。（200万円追加）

○市内道路整備事業費（3,900万円追加）
　城跡市役所線はじめ３路線の設計及び調査測量委託料、東豊三丁目豊川仲町線はじめ３路線の道路改
良工事費を追加するもの。
○都市公園維持管理費（1,740万円追加）
　メリケントキンソウ対策のため草刈及び清掃委託料、野中公園はじめ３８カ所の
樹木伐採などのため樹木管理委託料、上野公園にある遮音壁の老朽化に伴う補修工
事費を追加するもの。

令和3年
9月定例会

　９月定例会は、８月２６日から９月２２日までの２８日間を会期と
して開かれました。令和３年度一般会計補正予算をはじめとした１６
議案のほか、令和２年度各会計の決算認定１４件、同意２件、報告５
件が提出されました。そのほか、意見書１件が審議されました。ま
た、１４人が一般質問を行いました。　　　　　　　　

※議案審議の内容は抜粋したものです。詳しくは、議決状況の一覧またはホームページをご覧ください。 
　（右のＱＲコードよりアクセスできます。通信料は利用者負担です。）

★：新型コロナウイルス感染症対策に関する事業

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
財
政
状
況
に
対
処
し

地
方
税
財
源
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書

【
提
出
先
】　
衆
議
院
議
長
、
参
議
院

議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、
内
閣
官
房
長

官
、
総
務
大
臣
、
財
務
大
臣
、
経
済
産

業
大
臣
、
経
済
再
生
担
当
大
臣

【
意
見
の
要
旨
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ま
ん
延
に
よ
り
、
地
域

経
済
に
も
大
き
な
影
響
が
及
び
、
地
方
財
政
は
来
年
度
に
お

い
て
も
、
引
き
続
き
、
巨
額
の
財
源
不
足
が
避
け
ら
れ
な
い

厳
し
い
状
況
に
直
面
し
て
い
る
。

　

地
方
自
治
体
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
応
は
も
と
よ
り
、

地
域
の
防
災
・
減
災
、
雇
用
の
確
保
、
地
球
温
暖
化
対
策
な

ど
の
喫
緊
の
課
題
に
迫
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
医
療
介
護
、
子

育
て
を
は
じ
め
と
し
た
社
会
保
障
関
係
経
費
や
公
共
施
設
の

老
朽
化
対
策
費
な
ど
将
来
に
向
け
増
嵩
す
る
財
政
需
要
に
見

合
う
財
源
が
求
め
ら
れ
、
そ
の
確
保
の
た
め
、
地
方
税
制
の

充
実
確
保
が
強
く
望
ま
れ
る
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、
令
和
４
年
度
地
方
税
制
改
正

に
向
け
、
次
の
事
項
を
確
実
に
実
現
さ
れ
る
よ
う
、
強
く
要

望
す
る
。

１　

令
和
４
年
度
以
降
３
年
間
の
地
方
一
般
財
源
総
額
は
、

３
年
度
地
方
財
政
計
画
の
水
準
を
下
回
ら
な
い
よ
う
同

水
準
を
確
保
す
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
急
速
な
高
齢
化
に

伴
い
社
会
保
障
関
係
経
費
が
増
大
し
て
い
る
現
状
を
踏
ま

え
、
他
の
地
方
歳
出
に
不
合
理
な
し
わ
寄
せ
が
さ
れ
な
い

よ
う
、
十
分
な
総
額
を
確
保
す
る
こ
と
。

２　

固
定
資
産
税
は
、
市
町
村
の
極
め
て
重
要
な
基
幹
税
で

あ
り
、
制
度
の
根
幹
を
揺
る
が
す
見
直
し
は
、
家
屋
・
償

却
資
産
を
含
め
、
断
じ
て
行
わ
な
い
こ
と
。

３　

令
和
３
年
度
税
制
改
正
に
お
い
て
、
土
地
に
係
る
固
定

資
産
税
に
講
じ
た
課
税
標
準
額
を
２
年
度
と
同
額
と
す
る

負
担
調
整
措
置
は
、
３
年
度
限
り
と
す
る
こ
と
。

４　

令
和
３
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
講
じ
ら
れ
た
自
動
車

税
・
軽
自
動
車
税
の
環
境
性
能
割
の
臨
時
的
軽
減
の
更
な

る
延
長
は
、
断
じ
て
行
わ
な
い
こ
と
。

５　

炭
素
に
係
る
税
を
創
設
ま
た
は
拡
充
す
る
場
合
は
、
そ

の
一
部
を
地
方
税
ま
た
は
地
方
譲
与
税
と
し
て
税
源

配
分
す
る
こ
と
。

原案可決

メリケントキンソウ
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本会議の状況

議決状況の一覧

■9月定例会 ○賛成・×反対 未来―とよかわ未来（19）　清廉－清廉の会（４）　公明―公明党市議団（3）
共産―日本共産党豊川市議団（2）　無会派―1人会派（１）　※（　）内は所属人数で、議長は表決に加わりません。

議 案 名 会 派 別 賛 否 状 況 議 決
結 果未 来 清 廉 公 明 共 産 無会派

59　３年度一般会計補正予算（第５号） ○ ○ ○ × ○ 可決

60　３年度国民健康保険特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ 可決

61　３年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ 可決

62　３年度病院事業会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ 可決

63　個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ × ○ 可決

64　家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ 可決

65　特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の
一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ 可決

66　消防団条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ 可決

67　市道路線の認定 ○ ○ ○ ○ ○ 可決

68　中央図書館外壁等改修工事請負契約の締結 ○ ○ ○ ○ ○ 可決

69　国府小学校校舎大規模改修工事のうち建築工事請負契約の締結 ○ ○ ○ ○ ○ 可決

70　国府小学校校舎大規模改修工事のうち機械設備工事請負契約の締結 ○ ○ ○ ○ ○ 可決

71　２年度水道事業会計未処分利益剰余金の処分 ○ ○ ○ ○ ○ 可決

72　２年度下水道事業会計未処分利益剰余金の処分 ○ ○ ○ ○ ○ 可決

73　３年度一般会計補正予算（第６号） ○ ○ ○ × ○ 可決

74　市庭球場整備工事その１請負契約の締結 ○ ○ ○ × ○ 可決

認定１ ２年度一般会計決算の認定 ○ ○ ○ × ○ 認定

認定２ ２年度東三河都市計画事業豊川西部土地区画整理事業特別会計決算の認定 ○ ○ ○ × ○ 認定

認定３ ２年度東三河都市計画事業豊川駅東土地区画整理事業特別会計決算の認定 ○ ○ ○ × ○ 認定

認定４ ２年度公共駐車場事業特別会計決算の認定 ○ ○ ○ × ○ 認定

認定５ ２年度国民健康保険特別会計決算の認定 ○ ○ ○ × ○ 認定

認定６ ２年度後期高齢者医療特別会計決算の認定 ○ ○ ○ × ○ 認定

認定７ ２年度土地取得特別会計決算の認定 ○ ○ ○ × ○ 認定

認定８ ２年度一宮財産区管理事業特別会計決算の認定 ○ ○ ○ × ○ 認定

認定９ ２年度赤坂財産区管理事業特別会計決算の認定 ○ ○ ○ × ○ 認定

認定 10 ２年度長沢財産区管理事業特別会計決算の認定 ○ ○ ○ × ○ 認定

認定 11 ２年度萩財産区管理事業特別会計決算の認定 ○ ○ ○ × ○ 認定

認定 12 ２年度水道事業決算の認定 ○ ○ ○ × ○ 認定

認定 13 ２年度下水道事業決算の認定 ○ ○ ○ × ○ 認定

認定 14 ２年度病院事業決算の認定 ○ ○ ○ × ○ 認定

同意６ 公平委員会の委員の選任同意 ○ ○ ○ ○ ○ 同意

同意７ 萩財産区の財産区管理委員の選任同意 ○ ○ ○ ○ ○ 同意

報告 12 損害賠償の額の決定に関する専決処分の報告 ― ― ― ― ― 報告

報告 13 豊川市土地開発公社の２年度事業報告 ― ― ― ― ― 報告

報告 14 株式会社本宮の経営状況 ― ― ― ― ― 報告

報告 15 公益財団法人豊川市国際交流協会の経営状況 ― ― ― ― ― 報告

報告 16 公益社団法人豊川文化協会の経営状況 ― ― ― ― ― 報告

意見１    コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書
    の発議 ○ ○ ○ ○ ○ 可決

報告12〜16については、報告のみで採決はありません。
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【
問
】
女
性
防
災
リ
ー
ダ

ー
養
成
講
座
を
開
催
す
る

に
至
っ
た
経
緯
は
。

【
答
】
女
性
の
視
点
に
立

っ
た
防
災
対
策
等
の
た
め
、

女
性
リ
ー
ダ
ー
は
必
要
で
、

防
災
対
策
課
へ
の
女
性
職

員
の
配
属
も
契
機
と
な
り
、

平
成
29
年
度
か
ら
開
催
。

【
問
】
今
後
の
方
向
性
は
。

【
答
】
子
育
て
世
代
の
お

母
さ
ん
方
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
し
、
小
中
学
校
、
保
育

園
、
幼
稚
園
な
ど
で
の
Ｐ

Ｒ
に
努
め
て
い
く
。

【
問
】
防
災
教
育
の
場
と

し
て
の
防
災
セ
ン
タ
ー
の

有
効
活
用
は
。

【
答
】
本
年
度
が
初
め
て

と
な
る
中
学
校
２
年
生
を

対
象
と
し
た
と
よ
か
わ
ジ

ュ
ニ
ア
防
災
教
室
な
ど
を

開
催
。
次
世
代
の
地
域
防

災
を
担
う
一
員
の
育
成
に

寄
与
し
た
と
考
え
る
。

【
問
】
本
年
６
月
に
導
入

を
開
始
し
た
防
災
ア
プ
リ

の
特
徴
は
。

【
答
】
プ
ッ
シ
ュ
通
知
で

届
く
仕
様
で
、
市
か
ら
の

お
知
ら
せ
、
安
否
登
録
・

検
索
、
天
気
・
気
象
、
防

災
マ
ッ
プ
の
機
能
が
あ
る
。

　議員が、市の行政全般にわたって、執行機関に対して事務の執行状況や将来に対する方針などを質問することです。
　質問時間は、通常は議員１人当たり30分（答弁の時間を除く）ですが、９月定例会においては、６月定例会に引き続
き、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策として20分に短縮して行いました。質問方式は、一括方式(質問回数３
回)または一問一答方式(質問回数無制限)で行っています。
　ここに掲載した一般質問の内容は抜粋したものですので、詳しくは、ホームページ
で公開するインターネット中継（録画）、会議録をご覧ください。

「豊川市における防災対策」

「GIGA スクール構想における ICT 環境整備と活用」

「公共工事発注の平準化」

「自家用電気工作物保安管理業務委託」

「職務におけるヒューマンエラーの対応（事故防止）」

「新型コロナ禍のひとり親家庭等貧困対策と子ども食堂支援」 
「設楽ダム周辺の追加の地質調査の必要性の認識と、山村都市交流拠点施設建設の中止を
含めた計画の見直しを求めるお考え」

「本市のゴミリサイクル・リユースへの取り組み」

「少子化対策における結婚・子育て支援」

「男性の育児参加」

「命を守ることを最優先し、新型コロナウイルス感染症から命を守る緊急施策」 
「補聴器購入の補助の実施」

「『新しい生活様式』を踏まえた高齢者福祉のあり方」「高齢者への外出支援」

「本市のスポーツ振興」

「観光振興」

「SDGs と地球温暖化対策」

一 般 質 問
井川　郁恵

木本　朗善

横田　光正

倉橋　英樹

大場　昌克

佐藤　郁恵 
 

榊原　洋二

佐々木和美

加藤　典子

安間　寛子 

八木　月子

野本　逸郎

早川　喬俊

遠山　　剛

一 般 質 問 と は？

井

川

郁

恵

防
災
対
策
に
つ
い
て

議員ごとにインターネット中継（録画）
にアクセスできるQR コードを掲載して
います。

女性防災リーダー養成講座
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倉

橋

英

樹

小
中
学
校
の
自
家
用
電
気
工
作
物

保
安
管
理
業
務
委
託
に
つ
い
て

横

田

光

正

公
共
工
事
発
注
の
平
準
化
に

つ
い
て

木

本

朗

善

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
お
け
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
と
活
用
に
つ
い
て

一般質問

①平準化率
　例年工事が少ない４月から６月期の工事平均
稼働件数を、年度の工事平均稼働件数で除したも
の。数値が１に近いほど平準化が進んでいる。
②ゼロ債務負担行為
　新年度に行う建設工事などに債務負担行為を
設定し、現年度中に入札・契約することで、新年度
早々に工事への着手を可能とするもの。現年度
は、事務手続きのみで支出は発生しない。

③自家用電気工作物
　一般用電気工作物（主に一般住宅や
商店などの電気設備）及び電力会社が
使用する電気工作物以外のもの。
　工場・事務所ビル・学校・病院など
の事業場で使用するものが該当する。

①

③

【
問
】
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
の
背
景
や
目
的
は
。

【
答
】
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ

5.0
の
時
代
を
生
き
る
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
、
教
育

に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
基
盤

と
し
た
先
端
技
術
な
ど
の

効
果
的
な
活
用
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、
１
人
１
台
端

末
と
高
速
大
容
量
の
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
体
的

な
整
備
な
ど
に
よ
り
、
個

別
最
適
化
さ
れ
た
学
び
を

学
校
現
場
で
持
続
的
に
実

現
さ
せ
る
た
め
。

【
問
】
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

の
計
画
は
。

【
答
】
端
末
の
持
ち
帰
り

に
は
多
く
の
課
題
が
あ
る
。

ま
ず
は
、
個
別
学
習
や
協

働
す
る
学
び
の
場
の
充
実

な
ど
に
重
点
を
置
き
、
学

習
環
境
な
ど
が
十
分
整
っ

た
上
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

【
問
】
１
人
１
台
端
末
の

本
格
運
用
に
お
い
て
大
切

に
し
て
い
る
こ
と
は
。

【
答
】
多
く
の
人
が
関
心

を
持
っ
て
い
る
た
め
、
活

用
状
況
を
学
校
だ
よ
り
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
発

信
し
、
周
囲
の
理
解
を
得

な
が
ら
進
め
て
い
く
こ
と
。

【
問
】
過
去
３
年
間
の
平

準
化
率
は
。

【
答
】
平
成
30
年
度
が
０
・

44
、
元
年
度
が
０
・
52
、

２
年
度
が
０
・
46
。

【
問
】
平
準
化
率
の
目
標

値
は
。

【
答
】
２
年
度
の
公
契
約

の
あ
り
方
検
討
委
員
会
で
、

６
年
度
ま
で
に
県
内
市
町

村
平
準
化
率
以
上
の
０
・

60
以
上
と
設
定
。
そ
の
後
、

国
か
ら
目
標
値
が
示
さ
れ
、

本
年
度
の
同
委
員
会
で
目

標
値
の
見
直
し
と
達
成
へ

の
取
り
組
み
を
検
討
予
定
。

【
問
】
平
準
化
の
取
り
組

み
は
。

【
答
】
速
や
か
な
繰
り
越

し
手
続
き
、
早
期
発
注
の

た
め
の
積
算
の
前
倒
し
、

早
期
執
行
の
た
め
の
目
標

設
定
な
ど
を
実
施
。
本
年

度
は
、
債
務
負
担
行
為
の

活
用
を
関
係
部
署
と
調
整
。

【
問
】
ゼ
ロ
債
務
負
担
行

為
な
ど
の
新
し
い
取
り
組

み
の
周
知
方
法
は
。

【
答
】
制
度
の
説
明
な
ど

を
ま
と
め
た
文
書
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
や
入

札
公
告
時
に
資
料
と
し
て

添
付
し
、
周
知
し
て
い
く
。

【
問
】
豊
橋
市
、
安
城
市
、

浜
松
市
、
本
市
の
１
校
当

た
り
の
年
平
均
単
価
は
。

【
答
】
一
概
に
比
較
で
き

な
い
が
、
２
年
度
は
、
豊

橋
市
は
税
抜
き
13
万
５
９

５
７
円
、
安
城
市
は
同
16

万
１
５
９
９
円
、
浜
松
市

は
同
13
万
３
１
３
円
、
本

市
は
同
20
万
５
１
３
３
円
。

【
問
】
市
の
仕
様
書
に
あ

る
異
常
が
発
生
し
た
場
合

に
30
分
以
内
に
現
地
に
出

向
す
る
と
の
記
載
は
他
施

設
・
市
で
も
同
じ
か
。

【
答
】
明
確
に
時
間
を
指

定
し
て
い
る
事
例
は
な
く
、

速
や
か
に
等
の
記
載
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
。

【
問
】
仕
様
書
の
記
載
を

見
直
す
考
え
は
。

【
答
】
他
施
設
等
の
仕
様

書
を
参
考
に
、
速
や
か
に

現
地
に
出
向
す
る
な
ど
の

表
現
に
見
直
し
て
い
く
。

【
問
】
入
札
指
名
業
者
数

を
要
綱
の
基
準
ど
お
り
と

す
る
考
え
は
。

【
答
】
今
後
は
要
綱
に
示

さ
れ
て
い
る
基
準
に
よ
り

指
名
し
、
よ
り
競
争
性
が

図
ら
れ
る
よ
う
に
指
名
競

争
入
札
を
実
施
し
て
い
く
。

②
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一般質問

佐

藤

郁

恵

子
ど
も
食
堂
支
援
に
つ
い
て

大

場

昌

克

職
務
に
お
け
る
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー

の
対
応
（
事
故
防
止
）
に
つ
い
て

榊

原

洋

二

市
の
ゴ
ミ
リ
サ
イ
ク
ル
・

リ
ユ
ー
ス
の
取
り
組
み
は

【
問
】
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ

ー
の
定
義
と
発
生
件
数
は
。

【
答
】
人
的
に
生
じ
た
事

故
や
不
注
意
等
を
指
す
。

大
き
く
２
種
類
に
分
類
さ

れ
、意
図
せ
ず
行
う
記
憶
・

認
知
・
判
断
・
行
動
エ
ラ

ー
と
、
意
図
的
に
行
う
手

抜
き
・
横
着
が
あ
る
。
本

年
度
は
、
算
定
誤
り
を
は

じ
め
５
件
発
生
。

【
問
】
発
生
防
止
の
た
め

の
職
員
へ
の
取
り
組
み
は
。

【
答
】
業
務
に
必
要
な
知

識
や
技
能
の
習
得
や
向
上

が
重
要
で
あ
り
、
積
極
的

な
研
修
に
よ
る
人
材
育
成
、

風
通
し
の
良
い
職
場
づ
く

り
、
管
理
職
に
よ
る
適
切

な
業
務
管
理
等
に
よ
り
発

生
防
止
に
努
め
る
。

【
問
】
内
部
統
制
導
入
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
効
果
は
。

【
答
】
平
成
30
年
５
月
に

策
定
し
た
方
針
に
従
い
、

４
年
度
か
ら
制
度
化
で
き

る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い

る
。
リ
ス
ク
事
案
発
生
時

に
組
織
的
な
体
制
で
の
対

応
や
全
庁
的
な
対
応
策
の

検
討
等
が
で
き
、
職
員
の

意
識
改
革
や
事
務
の
見
直

し
等
も
期
待
で
き
る
。

【
問
】
子
ど
も
食
堂
の
東

三
河
各
市
の
現
状
は
。

【
答
】
２
年
度
末
現
在
、

本
市
５
カ
所
、
豊
橋
市
12

カ
所
、
蒲
郡
市
２
カ
所
、

新
城
・
田
原
市
は
各
１
カ

所
で
行
わ
れ
、
市
の
直
営

は
な
い
。
豊
橋
・
蒲
郡
・

新
城
市
は
運
営
補
助
を
行

っ
て
い
る
。
本
市
と
田
原

市
は
補
助
制
度
は
な
い
。

【
問
】
全
中
学
校
区
に
開

設
で
き
る
よ
う
支
援
す
る

考
え
は
。

【
答
】
ま
ず
は
、
子
ど
も

食
堂
に
対
す
る
補
助
制
度

の
創
設
を
検
討
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
、
制
度
が
で

き
れ
ば
、
現
在
行
わ
れ
て

い
な
い
地
域
で
も
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
る
と
考
え
る
。

【
問
】
平
成
29
年
度
の
設

楽
ダ
ム
付
替
道
路
関
連
地

質
調
査
業
務
報
告
書
で
は
、

設
楽
ダ
ム
建
設
地
の
北
側

に
リ
ニ
ア
メ
ン
ト
が
確
認

さ
れ
示
さ
れ
た
。
国
に
調

査
を
求
め
る
考
え
は
。

【
答
】
国
は
、
本
年
５
月

に
公
表
し
た
資
料
に
お
い

て
、
第
４
紀
断
層
は
存
在

し
な
い
と
し
て
お
り
、
調

査
を
求
め
る
考
え
は
な
い
。

【
問
】
法
律
の
公
布
を
受

け
た
本
市
の
対
応
は
。

【
答
】
国
は
、
施
設
整
備

等
に
活
用
可
能
な
交
付
金

を
受
け
る
に
は
、
分
別
収

集
の
実
施
を
要
件
と
す
る

方
向
で
、
一
括
回
収
に
取

り
組
む
自
治
体
へ
の
支
援

を
検
討
中
。
国
の
方
針
を

注
視
し
対
応
を
精
査
す
る
。

【
問
】
剪
定
枝
の
さ
ら
な

る
有
効
活
用
の
方
法
は
。

【
答
】
資
源
化
施
設
で
の

チ
ッ
プ
化
に
よ
る
活
用
を

促
進
し
、
搬
入
量
が
多
い

時
期
の
搬
入
制
限
に
対
し

て
は
、
チ
ッ
プ
化
以
外
の

活
用
も
検
討
し
て
い
く
。

【
問
】
粗
大
ご
み
は
全
て

ご
み
で
処
分
し
て
い
る
か
。

【
答
】
使
え
そ
う
な
家
具

等
は
、
了
解
を
得
て
不
用

品
交
換
情
報
紙
な
ど
に
掲

載
し
、
市
民
へ
無
償
提
供
。

平
成
30
年
７
月
よ
り
本
格

実
施
し
、
２
年
度
ま
で
の

引
き
渡
し
率
は
89
％
。

【
問
】
今
後
の
リ
サ
イ
ク

ル
・
リ
ユ
ー
ス
の
考
え
は
。

【
答
】
粗
大
ご
み
の
リ
ユ

ー
ス
や
有
価
物
回
収
、
子

育
て
応
援
リ
ユ
ー
ス
市
等

を
積
極
的
に
行
っ
て
い
く
。

④内部統制
　住民の福祉の増進を図ることを基本とする組
織目標が達成されるよう、事務上の阻害要因を
リスクとして識別及び評価し、対応策を講じる
ことで、事務の適正な執行を確保するもの。
　組織内の全ての部署において、リスクに対応
するための規則などを策定し、それらを実際の
業務に適用することで体制を整備していく。

⑤リニアメント
　空中写真で地表に認められる直線的な線状模
様を言う。崖、尾根の傾斜急変部、谷や尾根の
屈曲による直線的な地形などが直線的に現れる
部分がこれにあたる。
⑥第４紀断層
　約260万年前から現在までの期間に、地表に
変位を生じたことのある断層。

⑦法律
　プラスチックに係る資源循環の促進等に関す
る法律のことで、３年６月に成立。市町村は、
ハンガーや歯ブラシなどのプラスチック使用製
品廃棄物の分別収集・再商品化に必要な措置を
講ずるよう努めるとされている。
　現在本市では、ペットボトルと白色トレー以
外のプラスチック廃棄物は焼却処理している。

④

⑤

⑥

⑦
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佐
々
木  

和
美

少
子
化
対
策
に
お
け
る
結
婚
・

子
育
て
支
援
は

加

藤

典

子

男
性
職
員
の
育
児
参
加
は

安

間

寛

子

保
育
園
・
小
中
学
校
へ
Ｐ
Ｃ
Ｒ

等
検
査
を
拡
大
す
る
考
え
は

一般質問

【
問
】
晩
婚
化
な
ど
に
よ

る
市
の
少
子
化
の
現
状
は
。

【
答
】
年
少
人
口
は
昭
和

55
年
が
ピ
ー
ク
で
、
27
年

に
は
そ
の
約
半
分
と
推
計
。

子
供
の
数
は
昭
和
50
年
頃

は
４
人
に
１
人
、
27
年
頃

は
10
人
に
１
人
の
見
込
み
。

【
問
】
結
婚
支
援
事
業
の

対
策
と
課
題
は
。

【
答
】
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談

や
少
人
数
制
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
等
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の

参
加
環
境
も
整
備
。
参
加

者
が
予
定
数
に
満
た
な
い

事
業
が
あ
り
、
魅
力
的
な

企
画
、
参
加
促
進
が
課
題
。

【
問
】
課
題
を
踏
ま
え
た

今
後
の
展
開
は
。

【
答
】
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス

テ
ム
を
取
り
入
れ
た
相
談

事
業
の
強
化
や
、
民
間
団

体
と
協
働
し
た
活
動
の
展

開
な
ど
を
検
討
し
た
い
。

【
問
】
市
の
少
子
化
対
策

の
進
め
方
は
。

【
答
】
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
と
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

計
画
に
掲
げ
る
事
業
を
進

め
、
安
心
し
て
結
婚
・
出

産
・
子
育
て
で
き
る
市
を

目
指
し
対
策
を
推
進
す
る
。

【
問
】
男
性
の
育
児
参
加

の
必
要
性
や
影
響
は
。

【
答
】
家
族
と
の
絆
が
深

ま
り
、
女
性
活
躍
の
観
点

か
ら
も
重
要
。
厚
労
省
に

よ
る
と
、
男
性
の
家
事
・

育
児
時
間
が
長
い
ほ
ど
第

２
子
以
降
の
出
生
が
多
く
、

少
子
化
対
策
に
つ
な
が
る
。

【
問
】
男
性
職
員
の
育
児

休
業
、
育
児
の
た
め
の
特

別
休
暇
の
取
得
率
等
は
。

【
答
】
２
年
度
、
複
数
年

ゼ
ロ
人
だ
っ
た
育
児
休
業

は
７
人
が
取
得
、
対
象
者

の
15
・
２
％
。
特
別
休
暇

は
目
標
に
対
し
56
・
５
％
。

【
問
】
時
間
外
勤
務
の
縮

減
と
業
務
の
効
率
化
は
。

【
答
】
デ
ジ
タ
ル
化
の
推

進
で
計
算
上
約
１
５
０
０

時
間
強
を
縮
減
し
た
ほ
か
、

民
間
へ
の
委
託
、
会
計
年

度
任
用
職
員
の
配
置
等
に

よ
る
職
員
の
負
担
軽
減
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

【
問
】
女
性
職
員
の
登
用

率
の
実
績
と
目
標
は
。

【
答
】
３
年
４
月
時
点
の

係
長
級
の
割
合
は
28
・
７

％
で
、
７
年
度
ま
で
に
33

％
が
目
標
。
一
層
の
登
用

推
進
が
求
め
ら
れ
る
。

【
問
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
感
染
が
若

い
親
と
子
ど
も
へ
伝
播
し

て
い
る
。
こ
の
伝
播
を
断

ち
切
る
た
め
、
保
育
園
・

小
中
学
校
へ
Ｐ
Ｃ
Ｒ
等
検

査
を
拡
大
す
る
考
え
は
。

【
答
】
保
健
所
の
指
示
に

よ
り
、
疫
学
調
査
等
で
陽

性
の
可
能
性
が
あ
る
児
童

・
生
徒
が
検
査
を
行
う
考

え
に
変
わ
り
は
な
い
。

【
問
】
コ
ロ
ナ
禍
で
の
市

民
病
院
の
医
療
体
制
保
持

の
た
め
の
財
政
支
援
は
。

【
答
】
２
年
度
は
救
命
救

急
セ
ン
タ
ー
の
コ
ロ
ナ
感

染
症
対
策
チ
ー
ム
に
係
る

経
費
と
し
て
約
１
億
９
０

０
万
円
の
繰
り
出
し
等
を

実
施
。
今
後
も
必
要
に
応

じ
た
対
策
を
図
っ
て
い
く
。

【
問
】
加
齢
に
よ
る
難
聴

者
へ
の
補
聴
器
購
入
補
助

を
実
施
す
る
考
え
は
。

【
答
】
75
歳
以
上
の
約
半

数
が
悩
ん
で
い
る
と
言
わ

れ
、
本
市
で
は
約
１
万
２

３
０
０
人
と
推
定
。
現
時

点
で
実
施
は
考
え
て
い
な

い
が
、
国
の
研
究
の
進
捗

状
況
や
他
市
町
村
の
実
施

状
況
等
を
注
視
し
て
い
く
。

⑧年少人口
　人口統計における、ゼロ歳から14歳の人
口。
⑨結婚支援事業
　未婚率の低減により人口減少に歯止めをか
け、定住の促進を図り、結婚を希望する若い世
代が、将来に不安なく結婚できる環境を整備す
る目的で行う事業。

⑩特別休暇
　男性職員の子育てを応
援する休暇制度のうち、
「妻の出産付添休暇」と
「男性職員の育児参加休
暇」のこと。２つの休暇
を合わせて５日以上取得
する率を１００％とする
目標を掲げている。

⑧⑨

⑩
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早

川

喬

俊

観
光
振
興
に
つ
い
て

八

木

月

子

新
し
い
生
活
様
式
を
踏
ま
え
た

高
齢
者
福
祉
の
あ
り
方
に
つ
い
て

野

本

逸

郎

市
民
体
育
大
会
と
ス
ケ
ー
ト

パ
ー
ク
の
整
備
に
つ
い
て

⑪

【
問
】
感
染
予
防
に
配
慮

し
た
健
康
維
持
の
啓
発
は
。

【
答
】
広
報
の
フ
レ
イ
ル

予
防
特
集
、
い
き
い
き
元

気
メ
ー
ル
の
発
信
な
ど
を

実
施
。
介
護
予
防
教
室
の

紹
介
と
介
護
予
防
の
Ｄ
Ｖ

Ｄ
を
作
成
し
配
布
予
定
。

【
問
】
老
人
ク
ラ
ブ
の
重

要
性
の
認
識
と
活
性
化
は
。

【
答
】
コ
ロ
ナ
禍
の
不
安

や
孤
独
の
解
消
や
健
康
維

持
等
、
親
睦
を
図
り
互
助

を
行
う
重
要
な
役
割
を
担

う
。
ク
ラ
ブ
会
員
検
討
委

員
会
で
活
性
化
を
検
討
中
。

【
問
】
コ
ロ
ナ
禍
で
は
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
等
が

有
効
だ
が
操
作
の
支
援
は
。

【
答
】
需
要
を
把
握
、
各

活
動
の
場
で
教
え
る
機
会

を
検
討
し
、
生
涯
学
習
課

の
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
等

で
の
ス
マ
ホ
講
座
な
ど
の

情
報
を
提
供
し
た
い
。

【
問
】
福
祉
施
策
と
し
て

考
え
ら
れ
る
移
動
支
援
は
。

【
答
】
現
在
の
高
齢
者
交

通
料
金
助
成
事
業
は
、
バ

ス
停
か
ら
離
れ
た
方
は
使

い
に
く
い
面
が
あ
る
た
め
、

タ
ク
シ
ー
料
金
の
助
成
は

一
つ
の
方
法
と
考
え
る
。

【
問
】
市
民
体
育
大
会
の

今
後
の
あ
り
方
は
。

【
答
】
地
域
の
一
体
感
醸

成
等
に
つ
な
が
る
有
意
義

な
イ
ベ
ン
ト
と
認
識
。
多

く
の
市
民
が
参
加
で
き
る

競
技
環
境
に
主
眼
を
置
き
、

引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

【
問
】
県
内
の
ス
ケ
ー
ト

パ
ー
ク
の
整
備
状
況
は
。

【
答
】
公
共
で
は
７
カ
所
。

周
辺
で
は
、
岡
崎
・
豊
橋

市
に
そ
れ
ぞ
れ
１
カ
所
あ

る
。
専
用
施
設
で
は
な
い

が
、
蒲
郡
・
新
城
市
は
そ

れ
ぞ
れ
１
カ
所
あ
る
。

【
問
】
公
園
等
で
の
ス
ケ

ー
ト
ボ
ー
ド
の
現
状
は
。

【
答
】
市
内
に
ス
ケ
ー
ト

ボ
ー
ド
を
前
提
と
し
た
設

計
の
公
園
は
な
い
が
、
ほ

か
の
利
用
者
な
ど
に
迷
惑

に
な
ら
な
い
限
り
禁
止
は

し
な
い
。
苦
情
が
寄
せ
ら

れ
禁
止
の
公
園
も
あ
る
。

【
問
】
公
共
の
ス
ケ
ー
ト

パ
ー
ク
整
備
の
考
え
は
。

【
答
】
要
望
が
あ
る
こ
と
、

利
用
者
の
分
離
に
よ
り
公

園
施
設
の
安
全
が
期
待
で

き
る
こ
と
か
ら
、
機
会
を

捉
え
、
全
庁
的
に
検
討
を

進
め
て
い
き
た
い
。

【
問
】
コ
ロ
ナ
禍
で
の
観

光
地
周
辺
の
店
舗
や
観
光

関
連
事
業
者
へ
の
支
援
は
。

【
答
】
本
市
の
感
染
状
況

を
見
極
め
つ
つ
、
感
染
防

止
対
策
を
取
り
な
が
ら
、

誘
客
を
促
進
し
支
援
す
る

た
め
、
今
議
会
の
補
正
予

算
に
豊
川
稲
荷
等
観
光
地

周
辺
事
業
者
支
援
事
業
費

補
助
金
を
計
上
し
た
。

【
問
】
手
筒
ま
つ
り
の
後

継
と
な
る
夏
ま
つ
り
実
施

の
考
え
方
は
。

【
答
】
新
し
い
夏
の
市
民

ま
つ
り
有
識
者
会
議
に
お

い
て
方
向
性
を
ま
と
め
、

５
年
度
の
開
催
を
目
標
に

検
討
を
進
め
て
い
く
。

【
問
】
今
後
の
ス
ポ
ー
ツ

合
宿
等
の
考
え
方
は
。

【
答
】
愛
知
県
で
開
催
予

定
の
ア
ジ
ア
競
技
大
会
の

事
前
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
キ
ャ

ン
プ
の
誘
致
を
前
向
き
に

検
討
し
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
推
進
を
図
る
。

【
問
】
観
光
協
会
の
法
人

化
の
考
え
方
は
。

【
答
】
観
光
協
会
と
し
て

も
法
人
化
を
検
討
し
て
い

く
と
し
て
お
り
、
議
論
を

深
め
て
い
く
。

一般質問

⑪フレイル
　心身の働
きや社会的
なつながり
が薄くなっ
た状態。

元年度に開催されたオープンカレッジ

豊川稲荷本殿
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一般質問

遠

山
　

剛

地
球
温
暖
化
対
策
に
お
け
る

今
後
の
課
題
は

【
問
】
地
球
温
暖
化
対
策

に
お
け
る
今
後
の
課
題
は
。

【
答
】
Ｃ
Ｏ
排
出
量
は
前

環
境
基
本
計
画
見
直
し
時

か
ら
増
加
し
、
民
生
業
務

部
門
で
増
加
傾
向
に
あ
る
。

環
境
問
題
を
、
市
民
、
事

業
者
が
自
分
の
こ
と
と
し

て
捉
え
、
意
識
を
高
く
持

ち
環
境
に
や
さ
し
い
行
動

を
実
践
す
る
必
要
が
あ
る
。

【
問
】
２
年
度
の
清
掃
工

場
の
Ｃ
Ｏ
排
出
量
と
先
進

自
治
体
の
Ｃ
Ｏ
削
減
の
取

り
組
み
は
。

【
答
】
施
設
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
使
用
と
熱
回
収
に
係
る

Ｃ
Ｏ
排
出
量
、
廃
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
類
等
の
焼
却
に
由

来
す
る
Ｃ
Ｏ
排
出
量
を
合

わ
せ
て
４
万
３
２
２
９
ト

ン
。
川
崎
市
や
所
沢
市
は
、

廃
棄
物
発
電
で
得
た
電
気

を
電
動
ご
み
収
集
車
に
利

用
し
て
い
る
。

【
問
】
脱
炭
素
化
社
会
に

向
け
た
清
掃
工
場
の
取
り

組
み
は
。

【
答
】
焼
却
施
設
の
技
術

面
や
廃
棄
物
処
理
工
程
の

効
率
化
・
省
力
化
に
資
す

る
実
証
実
験
な
ど
、
今
後

も
情
報
収
集
に
努
め
る
。

市議会を見るには
本会議については、インターネットでライブ中継及び録画中継を行っていますので、
ぜひご利用ください。

本会議の様子は、市役所ロビー
（本庁舎１階）のモニター中継
で見ることもできます。

※通信料は利用者負担です。

中継への
アクセスは
こちら

ここをクリック
してください。

2

2

2

2

2
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地
域
公
共
交
通
会
議
の
検
討
状
況
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

コミバスの運行ルートの変更等を実施

施設の目的やコンセプトなどを策定

委員会の開催状況

政
策
課
題
調
査
特
別
委
員
会

総
務
委
員
会

市
民
文
教
委
員
会

8
月
20
日

9
月
8
日

9
月
9
日

（
仮
称
）
イ
オ
ン
モ
ー
ル
豊
川
出
店
概
要

所
管
事
務
調
査

所
管
事
務
調
査

　
（
仮
称
）
イ
オ
ン
モ
ー
ル
豊
川
出
店
概
要
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

山
村
都
市
交
流
拠
点
施
設
基
本
構
想
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

山
村
都
市
交
流
拠
点
施
設
基
本
構
想

地
域
公
共
交
通
会
議
の
検
討
状
況

【
問
】
売
場
面
積
の
縮
小
に
よ
り
、
雇
用
の
減

少
は
あ
る
か
。

【
答
】
イ
オ
ン
モ
ー
ル
の
説
明
で
は
、
テ
ナ
ン

ト
な
ど
は
未
定
だ
が
、
約
３
千
人
の
雇
用

を
想
定
し
、
開
業
後
、
コ
ロ
ナ
の
終
息
状

況
な
ど
を
勘
案
の
上
、
売
場
面
積
の
拡
張

を
予
定
し
た
い
と
の
こ
と
で
、
大
き
な
雇

用
の
創
出
を
期
待
し
て
い
る
。

【
問
】
開
業
に
よ
る
生
活
道
路
へ
の
流
入
等
の

課
題
へ
の
対
応
は
。

【
答
】
イ
オ
ン
モ
ー
ル
に
配
置
さ
れ
る
ゼ
ネ
ラ

ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
対
応
。
ま
た
、
定
期

的
に
地
元
町
内
会
と
意
見
交
換
会
を
実
施

し
、
課
題
解
決
に
努
め
る
と
の
こ
と
。
市

は
イ
オ
ン
モ
ー
ル
の
動
き
を
注
視
し
、
必

要
な
課
題
解
決
を
求
め
て
い
く
。

【
問
】
閉
店
時
間
が
午
後
11
時
で
、
市
民
病
院

や
居
住
地
域
が
近
い
が
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル

へ
交
渉
の
余
地
は
あ
る
か
。

【
答
】
周
辺
の
交
通
状
況
や
騒
音
な
ど
、
指
針

等
に
基
づ
く
著
し
い
支
障
が
あ
る
場
合
に

は
、
意
見
を
出
せ
る
と
考
え
る
。

【
問
】
平
成
26
年
12
月
定
例
会
で
の
附
帯
決
議

を
踏
ま
え
、
整
備
運
営
主
体
を
広
域
連
合

と
す
る
方
向
性
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

【
答
】
施
設
の
設
置
と
所
有
に
係
る
効
率
性
や

財
源
確
保
の
メ
リ
ッ
ト
を
踏
ま
え
、
東
三

河
８
市
町
村
長
が
合
意
し
た
。
広
域
連
合

の
所
掌
事
務
に
つ
い

て
は
議
会
へ
丁
寧
に

説
明
し
、
東
三
河
全

体
の
有
益
性
な
ど
を

念
頭
に
調
整
を
進
め
る
。

【
問
】
民
間
団
体
と
の
今
後
の
関
わ
り
方
は
。

【
答
】
民
間
団
体
を
含
め
た
住
民
の
意
見
の
反

映
方
法
は
、
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

【
問
】
施
設
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
財
政
負

担
抑
制
に
向
け
た
考
え
方
は
。

【
答
】
経
営
的
な
視
点
を
持
ち
、
公
共
施
設
運

営
に
収
益
事
業
を
組
み
合
わ
せ
て
収
入
源

を
確
保
し
、
施
設
維
持
や
サ
ー
ビ
ス
財
源

と
し
て
利
活
用
で
き
る
施
設
と
す
る
。

【
問
】
建
設
及
び
運
営
手
法
の
考
え
方
は
。

【
答
】
Ｐ
Ｐ
Ｐ
（
官
民
連
携
手
法
）
の
導
入
に

向
け
、
積
極
的
に
検
討
す
る
。

【
問
】
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
今
後
の
取
り
組

み
は
。

【
答
】
地
域
公
共
交
通
計
画
で
は
、
実
証
実
験

運
行
の
結
果
を
踏
ま
え
、
改
め
て
導
入
の

可
能
性
を
調
査
・
検
討
す
る
と
し
て
お
り
、

引
き
続
き
協
議
し
て
い
く
。

【
問
】
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
効
果

は
。

【
答
】
豊
鉄
バ
ス
に
よ
る
と
、
バ
ス
の
位
置
の

問
い
合
わ
せ
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
、
利

便
性
の
向
上
だ
け
で
な
く
、
運
行
管
理
に

非
常
に
メ
リ
ッ
ト
が
多
い
と
の
こ
と
で
あ

る
。

【
問
】
豊
川
国
府
線
は
、
ゆ
う
あ
い
の
里
八
幡

線
に
名
称
変
更
し
て
、
新
た
な
区
間
を
加

え
て
運
行
が
始
ま
る
が
、
こ
の
ル
ー
ト
と

し
た
考
え
方
は
。

【
答
】
利
用
率
の
低
い
市
民
病
院
と
豊
川
駅
前

間
を
廃
止
、
路
線
の
長
い
ゆ
う
あ
い
の
里

小
坂
井
線
の
豊
川
体
育
館
前
と
ゆ
う
あ
い

の
里
の
区
間
を
任
せ
、
八
幡
地
区
を
中
心

に
巡
回
す
る

路
線
と
し
た
。

正式表明された（仮称）イオンモール豊川の出店概要

附帯決議の内容
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環境美化を目的とする地域猫活動を支援

委員会の開催状況

その他に開催された委員会

議員防災研修会陳　　情

産
業
建
設
委
員
会

9
月
9
日

所
管
事
務
調
査

　

地
域
猫
活
動
支
援
事
業
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

地
域
猫
活
動
支
援
事
業

【
問
】
本
市
の
不
妊
去
勢
手
術
費
補
助
制
度
の

特
徴
は
。

【
答
】
補
助
金
額
の
上
限
額
が
県
内
で
３
番
目

に
高
い
こ
と
や
、
登
録
団
体
要
件
が
市

民
２
人
以
上
の
構
成
と
登
録
し
や
す
い
こ

と
、
申
請
手
続
き
の
簡
素
化
に
よ
り
、
補

助
金
交
付
ま
で
の
期
間
を
短
縮
し
負
担
軽

減
に
努
め
て
い
る
こ
と
。

【
問
】
ど
の
よ
う
な
効
果
が
見
込
ま
れ
る
か
。

【
答
】
殺
処
分
せ
ず
に
徐
々
に
数
を
減
ら
す
こ

と
が
で
き
、
発
情
に
よ
る
け
ん
か
や
鳴
き

声
が
減
る
。
ま
た
、
適
切
な
餌
や
り
や
ト

イ
レ
管
理
に
よ
り
、
ご
み
を
漁
る
こ
と
や

民
家
の
庭
等
で
の
ふ
ん
尿
が
減
り
、
環
境

美
化
に
つ
な
が
る
。

【
問
】
相
談
者
の
急
な
希
望
に
よ
る
不
妊
去
勢

手
術
へ
の
補
助
の
考
え
は
。

【
答
】
本
市
の
制
度
は
、
地
域
の
環
境
美
化
を

目
的
に
、
地
域
が
主
体
で
行
う
地
域
猫
活

動
団
体
の
負
担
軽
減
を
図
る
も
の
。
相
談

者
へ
の
補
助
は
困

難
で
あ
る
と
考
え

る
。

７月	27日	 福祉委員会　令和３年度国民健康保険料

９月	 ９日	 産業建設委員会　愛知御津駅自由通路等概略設計

９月	21日	 政策課題調査特別委員会　豊川市まち・ひと・しごと創生総合戦略

　８月19日に、消防署職員に講師を依頼し、
議員防災研修会を実施しました。
　研修会では、熱中症のリスクを回避するた
めの基本的な知識や対策の講習と、災害時で
も身近なものを活用して行うことができる応
急担架などを用いた搬送法や三角巾などを用
いた固定法を学びました。
　新型コロナウイルス感染症対策の一環とし
て実習は行いませんでしたが、消防署職員に
よる実演と説明を熱心に聞きながら、手順や
方法を確認しました。

結果

結果

陳情第11号

陳情第12号

陳情第 11 号は、市民文教委員会にお
いて、趣旨採択と決定。

陳情第 12 号は、各派交渉会において、
「聞きおく」と決定。

私 立 高 校 生 の 父 母 負 担 を 軽 減
し、学費の公私格差を是正する
ために豊川市独自の授業料助成
制度の拡充を求める陳情

陳情者代表　岡田　美穂

国の私学助成の拡充に関する意
見書の提出を求める陳情

陳情者代表　岡田　美穂

※　国や県に対して意見書の提出を求める陳情などは、
申し合わせにより「聞きおく」とし、全議員にそ
の写しを配付します。「聞きおく」とされた陳情
のうち、各会派が陳情内容により意見書や決議
の発議が必要と判断した場合、定例会の中日の
前日までに案を添えて議長に申し出ることになっ
ています。今期定例会において、申し出はありま
せんでした。
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市議会の傍聴自粛について
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止及び傍聴され
る皆様の健康を守る観点から、当面の間、議会で開催され
る会議の傍聴は、できる限り控えてくださいますようお願
いいたします。
　なお、本会議については、インターネットでライブ中継
及び録画中継を行っていますので、ご利用ください。（13
ページにQRコードを掲載しています。）

議会だよりの議会だよりの
表紙写真募集表紙写真募集

令和３年 第４回定例会

　議会だよりの表紙に写真を掲載してみませんか。
　保育園・小中学校の行事や各種イベントなど、
市内で撮影された写真（未発表のものに限ります。）
を広く募集しています。
　なお、撮影された本人または対象物の所有者の
承諾が得られているものに限ります。
　また、お寄せいただいた写真は、表紙以外の箇
所に掲載させていただくことがあります。

【応募方法】
　題名、撮影場所、撮影年月日、住所、氏名、電話
番号を明記の上、議会事務局までお送りください。

（直接持ち込み可）
e-mail　gikai@city.toyokawa.lg.jp

発行／豊川市議会　編集／議会だより編集委員会　
お問い合わせ先／豊川市議会事務局　
〒４４２－８６０１　豊川市諏訪１丁目１番地　電話０５３３－８９－２１５０

豊川市のホームページで
「議会だより」がご覧になれます
豊川市議会だより 検索

財源確保のため、有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは直接広告主へ。

会期日程予定

11月 30日 （火） 開会・議案説明 13時	30分	

12月 　3日 （金） 一般質問 10時	

12月 　6日 （月） 一般質問 10時	

12月 　7日 （火） 一般質問 10時	

12月 　9日 （木） 議案付託・一部採決 13時	30分	

12月 13日 （月） 常任委員会（議案審査） 10時

12月 14日 （火） 常任委員会（議案審査） 10時

12月 16日 （木） 討論・採決・閉会 13時	30分	

 マークの日はライブ中継を配信しています。
日程は変更になることもありますので、詳しくは議会事務局へ
お問い合わせください。

次回の
市議会

市議会の活動をより身近
に感じていただけるよう、
議長の公務の様子や本会
議、委員会の内容などを、
写 真を交えて発信してい
ます。

上のQRコードから
アクセスできます。
※通信料は利用者 

負担です。

スマートフォンなどへ、豊川市議会だより
を配信しています。
左のQRコードからアクセスできます。
※通信料は利用者負担です。

広告

豊川市議会公式Facebook豊川市議会公式Facebook


